
国
文
学
会
彙
報

同
志
社
大
学
国
刻
学
会
彙
馴
｝

　
同
志
社
大
学
の
国
文
学
専
攻
も
十
年
を
越
す
歴
史
を
経
る
に
至
り
ま
し
た
。

こ
の
時
に
あ
た
っ
て
従
来
の
国
文
学
会
を
全
面
的
に
改
組
し
て
、
卒
業
生
、
作

学
生
、
教
員
の
力
を
あ
わ
せ
て
、
国
文
学
、
国
語
学
、
国
語
教
育
の
研
究
を
す

す
め
、
あ
わ
せ
て
親
睦
を
計
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
詳
細
は
別
に
掲
げ
た
規

約
の
通
り
で
す
。

　
昭
和
四
十
年
度
国
文
学
会
会
員

　
　
学
部
在
学
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
〇
名

　
　
大
学
院
在
学
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
名

　
　
学
部
卒
業
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
〇
名

　
　
大
学
院
卒
業
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
名

　
　
教
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
名

　
昭
和
四
十
年
度
国
文
学
会
役
員

会
　
　
長

常
任
委
員

土南ト
／

安広八

橋波森
永木

啓武勝良

寛浩功人美夫

二
一

吉上松太口筒内

　
評
議
員
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
八
名

昭
和
四
十
年
度
国
文
学
会
活
動
状
況

　
六
月
二
十
七
日
　
京
都
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
「
古
典
教
育
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」

　
　
　
１
教
材
「
倭
建
命
東
征
」
を
中
心
と
し
て
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐

十
一
月
二
十
一
日
同
志
杜
大
学
尋
真
館

　
　
「
蟹
報
恩
説
話
の
変
遷
」

　
　
　
１
蟹
満
寺
縁
起
を
め
ぐ
っ
て
ー
　
　
　
　
　
黒

　
　
「
論
説
に
お
け
る
近
代
口
語
文
の
変
遷
」
松

　
　
「
言
語
教
育
の
実
際
」
米

　
　
「
古
典
教
育
は
な
ぜ
必
要
か
」
南

昭
和
四
十
年
度
卒
業
論
文
題
目

　
夏
目
漱
石
論

岡旧寸オ田羽井田

幸吉暢正義ｕ不

野
禎

沢
　
幸

下
　
貞

谷
　
弘

波

子謄夫道三弘義治三三子浩



　
　
　
近
代
社
会
を
背
景
と
し
た
エ
ゴ
の
問
題
　
　
安
藤
　
和
　
子

「
紫
式
部
日
記
」
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
木
　
一
　
江

佐
藤
春
夫
論

　
　
　
初
期
の
小
説
を
中
心
に
　
　
　
　
千
葉
博
之

有
島
武
郎
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
坂
真
裡
子

徒
然
草
考
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
宗
一

更
級
日
記
考
　
　
　
　
　
　
　
　
八
森
克
幸

宇
治
拾
遺
物
語
の
説
話
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
　
　
　
豊

新
古
今
和
歌
集
に
お
け
る
西
行
な
ら
ぴ
に
西
行
的
な
も
の
に
っ
い
て

　
－
そ
の
試
論
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
ノ
洋
右

町
人
物
に
お
け
る
西
鶴
の
世
界
観
　
　
　
　
　
　
橋
詰
繁
樹

能
に
お
け
る
文
学
上
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
郁
　
子

国
性
爺
合
戦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
岡
カ
ズ
ヨ

西
鶴
の
町
人
物
に
お
け
る
人
問
仕
　
　
　
　
　
　
堀
　
　
修
　
子

憶
良
の
文
芸
性
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
場
　
慶
　
子

兼
好
の
徒
然
草
に
お
け
る
姿
勢
　
　
　
　
　
　
　
井
戸
垣
匡
江

芥
川
竜
之
介
論

　
－
人
問
と
し
て
作
家
と
し
て
の
芥
川
　
　
　
稲
田
加
代

芥
川
竜
之
介
論

　
　
自
己
変
革
の
問
題
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
伊
藤
訓
子

　
　
　
　
国
文
学
会
彙
報

「
徒
然
草
」
の
申
の
兼
好

永
井
荷
風
論

　
　
　
ハ
説
と
批
評
家
と
－

近
松
の
心
申
物

「
今
昔
物
語
集
」
の
文
学
性
に
つ
い
て

平
家
物
語
の
構
想

「
世
問
胸
算
用
」
の
文
体

近
世
杜
会
に
於
け
る
義
理
と

近
松
の
文
学
に
あ
ら
わ
れ
た
養
理

侯
承
竹
取
説
話
か
ら

　
現
存
竹
取
物
語
へ
の
道
す
じ
に
つ
い
て

石
川
達
三
論

　
　
　
そ
の
自
己
変
革
の
過
程
に
つ
い
て
！

蜻
輪
日
記
論

徒
然
草
に
お
け
る
思
性
の
発
展

　
ー
そ
の
無
常
観
を
中
心
に
１

万
葉
集
相
聞
拝
情

　
－
巻
二
「
相
聞
」
の
実
質
が
意
味
す
る
も
の

西
鶴
町
人
物
に
お
け
る
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三

梶
原
干
代
枝

糸
井
満
里
子

抱
　
　
多
恵
子

掛
樋
久
仁
子

紙
本
節
代

河
田
治
子

菅
　
野
克
実

木
口
加
寿
子

喜
多
山
敦
子

北
　
野
晶
子

小
島
和
　
子

駒
　
木
　
　
敏

小
財
光
宏



　
　
　
　
　
国
文
学
会
彙
報

近
松
の
世
話
悲
劇
に
お
け
る
義
理
・
人
情

「
平
家
物
語
」
と
仏
教

夏
目
漱
石

　
　
　
「
そ
れ
か
ら
」
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
「
門
」
へ
の
屈
折

石
川
達
三
文
学
へ
の
一
考
察

樋
口
一
葉
論

「
和
泉
式
部
日
記
」
論

西
鶴
論

　
　
　
俳
藷
師
そ
し
て
草
子
作
家
西
鶴

説
話
的
発
想
方
法
と
今
昔
物
語
集

有
晶
武
郎
に
お
け
る
自
我
確
立
の
方
向

新
古
今
和
歌
集
の
特
質
に
つ
い
て

樋
口
一
葉
論

平
家
物
語
の
附
加
説
話
に
つ
い
て

上
田
秋
成
論

　
　
　
そ
の
小
説
分
野
に
於
け
る

　
　
　
　
　
　
活
躍
を
中
心
に
ー

石
原
慎
太
郎
論

「
平
家
物
語
」
に
み
る
清
盛

熊黒

本瀬

恭正

子敏

松
本
美
智
子

松
村
典
子

松
尾
佳
代
子

森
岡
千
種

中中中申中西

井村野安村

佳
子
靖
久

幸
　
子

鉄
　
子

美
智
子

　
　
功

野
田
真
喜
子

野
田
俊
太
郎

野
木
道
　
子

平
家
物
語
の
本
質

西
行
の
人
生
観

近
松
の
描
い
た
元
禄
の
女

宮
本
百
合
子
論

　
　
　
「
伸
子
」
を
中
心
に
し
て

伊
勢
物
語
の
本
質

　
　
　
そ
の
人
間
像
に
つ
い
て

藤
原
定
家
に
於
る
歌
風
の
変
化

　
　
　
新
古
今
和
歌
を
中
心
に

田
宮
文
学
へ
の
一
考
察

　
　
　
日
本
の
近
代
化
の
認
識
と

　
　
　
　
　
国
家
権
カ
ヘ
の
憎
し
み
－

世
阿
弥
の
能
楽
創
造

続
古
今
集
の
基
礎
的
研
究

三
島
由
紀
夫
論

　
　
　
三
島
に
お
け
る
青
春
の
解
剖

中
世
の
隠
者
の
系
譜

　
西
行
・
長
明
・
兼
好

樋
口
一
葉
論

人
麻
呂
挽
歌
に
つ
い
て

一
四

越
　
智
寛
子

奥
田
美
奈
子

奥
村
良
子

大
　
槻

佐

野

勝
子

禎
治

下
沢
美
世
子

橘竹谷

紀下山

代敬悦

多
谷
な
づ

子子子み

徳
地
庸
子

植
　
田
　
照
代

上
　
田
吉
晴



堀
田
善
衛
論

　
－
戦
争
体
験
の
追
及
－
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
　
原
　
輝
　
之

定
家
に
於
る
妖
艶
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
本
伊
佐
子

新
美
南
吉
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
　
田
　
昭
　
子

源
氏
物
語
の
子
ど
も
観
、
幼
児
描
写
の
文
芸
的
意
義
渡
　
辺
　
昌
　
子

更
級
日
記
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
川
　
智
　
子

正
宗
白
鳥
論

　
－
宗
教
と
文
学
の
関
係
か
ら
自
然

　
　
　
　
主
義
文
学
に
お
け
る
白
鳥
の
位
嵩
－
　
山
　
弘
　
本
　
之

新
古
今
集
に
於
け
る
思
想
と
文
体
　
　
　
　
　
　
米
　
内
　
弘
　
子

能
楽
に
お
け
る
甲
世
的
詩
の
方
法
の
達
成
　
　
　
米
田
喜
美
丁

更
級
目
記
研
究

　
ー
そ
の
浪
漫
的
精
神
を
中
心
に
　
　
　
　
　
　
吉
　
岐
　
泰
　
子

大
江
健
三
郎
概
略
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
　
本
米
　
子

室
生
犀
星
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
崎
　
竹
　
三

平
家
物
語
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
　
沢
　
和
　
夫

宮
本
百
合
子
の
文
学
の
特
［
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
江
淵
汁
子

申
原
中
也
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
　
林
健
　
司

恋
歌
の
発
生
及
ぴ
上
代
歌
謡
に
於
け
る
恋
歌
の
拝
化
性
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
芹
　
徹
　
也

　
　
　
　
　
国
文
学
会
彙
報

梁
塵
秘
抄
の
二
而
仕
格
　
　
　
　
　
神
原
英

野
問
宏
論

　
　
　
エ
ゴ
か
ら
の
出
禿
－
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
藤
　
五

梶
井
基
次
郎
論
　
　
　
　
　
　
　
寺
田
干

閑
高
挺
論

　
　
　
集
団
の
文
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
中
清
一

大
宰
治
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辻
　
　
忠

児
童
文
学
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
　
出
　
継

宮
沢
賢
治
論

　
　
　
ク
ス
コ
ー
フ
ド
リ
の
伝
記
を
中
心
に
　
　
　
大
　
野
　
雅

平
家
物
語
と
そ
の
登
場
人
物
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
本

武
者
小
路
実
篤
論

　
　
　
「
新
し
き
村
」
運
動
展
開
ま
で
に
み
る
〃
自
我
〃

　
　
　
　
　
追
求
の
あ
り
方
を
中
心
と
し
て
　
　
　
山
　
木
　
州

新
閉
搬
道
の
文
章
と
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堤
　
　
雄

庶
民
文
学
と
お
伽
草
子
　
　
　
　
　
浅
野
洋

「
か
げ
ろ
う
日
記
」
の
文
学
吏
的
意
義
　
　
　
橋
本
静

中
肚
文
学
近
世
文
学
に
与
え
る
平
家
物
語
の
影
響
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
井
永

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五

樹耶
－
五

里耶

１
［
■
ム

宏夫子昇吾二子丁
一

－
］
１
一

吠



　
　
　
　
　
国
文
学
会
彙
報

中
世
に
於
る
民
衆
文
学
の
真
意

　
－
コ
キ
リ
コ
踊
を
中
心
に
－

つ
れ
づ
れ
草

昼
言
へ
の
一
考
察

　
　
　
大
名
狂
言
を
中
心
に
し
て
ー

好
色
五
人
女

世
阿
弥
に
つ
い
て

好
色
五
人
女

歌
垣
と
民
謡
の
杜
会
性

好
色
五
人
女
考
察

泉
鏡
花
論

　
　
　
「
鏡
花
ロ
マ
ン
」
の
特
質
に
つ
い
て
１

「
長
恨
歌
」
と
「
桐
壷
」
巻

宮森村西ト
ノ

東福中

角
日上

野郷
田鳴

出弘政徳淳

石
本
思

繁
　
村
勝

瞠子ヒ
、
フ

申イ昭健昭一義

１
」

禾

、
、
一
・
一
・
１
．
・
投
稿
規
定
く
：
．
・
〉
，
、
。
～
．
．
一
そ
．
■
・
．
、
二
一
．
～
．
．
〉
：
一
．
〈
．
．
．
．
、
、
．
．
、
．
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

１
　
　
国
文
学
会
機
関
誌
「
同
志
社
国
文
学
」
は
、
会
員
諸
氏
の
研
究
発
表

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
の
場
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
進
ん
で
御
投
稿
下
さ
い
。
枚
数
は
四
百
字
原

一
稿
用
紙
三
十
枚
～
四
十
枚
・
第
二
号
・
切
は
八
月
一
一
十
日
・
た
だ
し
掲
！

、
載
論
文
の
数
に
は
限
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
論
文
の
採
択
は
編
集
委
員
、

グ
　
会
に
一
任
し
て
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

．
・
で
・
．
・
一
、
．
．
．
・
！
・
、
・
．
、
・
：
・
ノ
・
．
．
・
、
．
・
二
２
・
，
，
（
．
．
二
２
・
．
，
．
（
，
．
：
〉
・
．
二
く
．
．
．
・
）
．
．
，
〈

第第

一二

第
三

条条条

第
四
条

第
五

同
志
社
大
学
国
文
学
会
会
則

条

一
六

　
第
一
章
　
総
　
　
則

本
会
は
同
志
社
大
学
国
文
学
会
と
称
す
る
。

本
会
は
国
文
学
・
国
語
学
及
ぴ
国
語
教
育
の
研
究
を
目
的
と
す

る
。本

会
の
会
員
は
同
志
杜
大
学
国
文
学
専
攻
に
属
す
る
左
記
の
も
の

と
す
る
。

１

９
一

３４５

専
任
教
員

学
部
在
学
生

大
学
院
在
学
生

学
部
卒
業
生

大
学
院
率
業
生

但
し
、
特
に
入
会
を
希
望
し
、
評
議
員
会
の
認
め
た
も
の
は
会
員
に

　
　
　
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
会
の
事
務
所
を
同
志
社
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
に
お
く
。

　
　
第
二
章
事
　
　
　
業

本
会
の
第
二
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
左
記
の
事
業
を
行

　
う
。

　
　
１
　
研
究
会
の
開
催

　
　
２
　
講
演
会
の
開
催
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